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第　2　章 気象

昭和32年の気象概況

昭和32年は異常な気象経過を見せ、気候異変の多い近年ではあるが、特に今年のそれは特筆すべきものであった。

まづ昭和32年は平年より敷皮も暖い年頭に明け、その後も2月上旬まで大陸高気圧はあまりに発達しなかったので、

平年より1～20C高温の暖冬となった。ところが2月中旬に入ると、大陸高気圧が発達し、西高東低の冬型気圧配

置が持続することが多く、暖冬が解消して平年より気温は低下した。この傾向は3月中旬から4月4日ごろにかけて

更に顕著となったので、春さきは顕著な異常低温を示すに至った。すなはも、上旬はほぼ三寒四温の天気変化を示し、

気温は平年よりやや低層、降水量は平年並に近かつた。3日から5日にかけて気圧の谷が本邦を通過し低気圧が日本

海北部と四国南方を通過したので全般にかなりの雨をもたらし、南の暖気が流入したので気温は上昇した。8日にも

華中から低気圧が太平洋岸を東進したので頼当量の雨があった。中旬は10日から15日ごろまで北海道東方洋上で低気

圧力猛烈に発達し・本邦は西高東低の冬型気圧が続いたので全般こ強い季節風と、顕著な低温が持続し、表日本では

雪しぐれの悪天候が続いた。16日からは高気圧は移動性となり気圧の谷も通過したもので、寒気はやわらいだ。然し

表日本にはほとんど幣をもたらさなかったD従って、中旬全般に表日本では雨がほとんどな．く、遅日好天が持続して

乾燥状態が綴いた0下旬はカ日から25日にかけて気圧の谷棚したので、鑑かながら雨があゥたが、その他は認日

ごろまで一般に大陸高気圧の圏内にあったので、着るしい低温を示した。刀日には大陸高気圧は移動性となって西日

本付近を東進、31日には気圧の谷が通過したので、気温はようやく平年並となった。従って下旬は全般に気温は平年

よりかなりの低温となり、雨も表日本ではほとんどなかった。月全般にみると気温は近畿地方全般に平年より1－20

C低く、降水量は表日本ではは平年の刃一班％で記鐘的な某雨であった。そのため電力事情は近年まれなどンチにお

ちいり、火災が翔発し、農作物も悪影響を受けた。

春先の低湿は、4月6日ごろ解消して急に暖かくなり、4月10日前後は平年より50C内外も気温の高い日が続い

たので遅れていた平地の桜はいっせいにこのころ満開となった。上旬は3日まではシベリヤ高気圧の圏内にあり、4

日以後は7日に弱い気圧の谷が近畿地方を東進したほかは移動性高気圧に支配されていたためほとんど雨がなかった。

中旬は移動性高気圧と気圧の谷がはば3日位の短遥親で西日本を東進し、気温は1－20C程度平年より高かった。

18日～方日ごろにかけては、前線が本土の南側に停滞して長雨となった。伊半島等では連日大雨となり水害が発生し

た所もあり、全般にこの長雨は農作物に悪影馨を及ぼした。その後茶目から月末にかけて一時天気は回復していたが、

このころはいわゆる≒春の雨季tに相当する時効で5月に入ると再び天候は悪化し、u日ごろまでは気圧配置は梅雨

型を示すことが多く、ぐずついた天候が続いた。

5月u日ごろからは天気はようやく順調に進み、天気図では6月退日ごろ平年並に西日本は梅雨に入った。しかし

梅雨の初期にあたる6月茄日ごろまでは梅雨前線が発達せず、各地共ほとんど雨がなく、空梅雨の様相を呈したが、

6月品目台且等E和号が台湾付近から九州南西方に接近し、これに刺戟されて梅雨前線が本土に北上活動して一挙に

西日本に大雨を降らせ（特に大阪市では創立以来の集中豪雨となりジェーン台風以来の大水害となる）てからは、梅

：気　．霊　場

雨現射享その後7月上旬にかけて最盛期となゥた07月下旬にかけて梅雨末期の状態が続き各地で掛、雷雨か度々発

生して水害を引き起こした。（付記－7月25日－：お口長崎県練早方面では700ミリ以上といった平年帯雨量としては

観測史上未官有の集中妾雨があり、大水害が発生）かくして今年の梅雨は7月29日ごろ明けたが、平年に比べて約半

月はど長びき、7月は記録的な多雨、寡照の月となった。

7月は平年に比べて小笠原高気圧の勢力の強まりか弱く、北方の寒気の勢力が根強く本邦に作用したため梅雨が長

びいたのであるが、この傾向は8月に入っても現われ、8月前半は要が多くにわか雨の多い天候となった。（付記一

8月4日から8日ごろにかけて中部地方以東の各地で豪雨多発）8月後半になって、ようやく小笠阪高気圧の勢力が

強まり、西日木がこの高気圧の圏内に引き続いておおわれたので連日晴天となり、薫夏がおくれはせにやって来た感

じとなった。

しかし9月に入ると、早や小笠原高気圧は衰弱を見せ、大陸の高気圧が台頭して例年より10日以上も早い秋の訪れ

となった。上旬初期のころには優勢な大陸高気圧が本邦に張り出し、その後移動性高気圧となって、4日日本海北都

を東進したので、例年より10日以上も早く秋型の気圧配置となり涼しくなった。然しこゐころ台風第10号が近畿の南

方洋上をゆっくり西進しており、この影善も加わって日本海側を除いては雲が多くさわやかな秋晴れの天気にはなら

なかった。台風通過後は前線が太平洋岸沿いに停滞して活動したので、9日、110日は日本海側を除いて大南となり、紀

伊半島では10ミリ以上の降雨があった。中旬は移動性高気圧が11日、14－158、19日一刀日と周期的に東進し窄。然し

その経路は北偏して日本海北部を東進することが多く、前撥か本土の南に停滞していたので近畿の中部以南では雲が

多く、．ぐづついた低温の天侯が掛、た。降雨は1日］一12日（前線の活動と低気圧の通過で大雨）と、16日一17日（低

気圧の東進による雨）とこ20日（前線による雨）であった√下旬は21日一々4日はオホークク港方面から優勢な高気取－【‘・一冊

が日本海から沿海州方面に張り出し、又27日一男別ま移動性高気圧が日本海を東進して、いわゆる当ヒ高型の気圧配

匿もとなることが多く、9月は月中本土の南岸付近に前線が停滞して悪天候が持続し、全般的に9月としては、記録

的な低温明平均気温は平年より20C前後低か。た）となり、太平洋側では風著な多私募凪となった。以上qよ

うに9月は天候不順のため爽やかな秋晴れの日は1日も見られなかったのであるが、10月に入ると気象状態は好転し

て、非常に良い天気が持続した。このため10月は雨が少なく、月雨量を平年に比べて見ても各地共大体平年比が訂％

以下となり、特にびわ湖畔、姦良盆地、大阪平野方面は平年の刀～刀％で記録的な暮雨であった。

10月の好天侯に引き院いて11月、u月もまづ天気は良好に経過したといえる。平年の状態ではu月10ごろになると

大陸高気圧は発達して西高東低の冬型気圧配置が現われ始め寒波の来襲で朝夕の冷え込みは甚だしくなり気温は急速

度に冬へと下降して行くのである机今年はu月末ごろまで移動性高気圧と低気圧が適期的に東進する秋型の気圧配

置力囁き、寒波の来襲がなかったので、n月の月平均気温は平年より1～20C高となった。その後12月に入つても、

このような傾向が続き、顕著な寒波の来襲が少なかったのでu月もn月に引き続、て1－2。C平年より高温となり、

暖冬の気配を示した。なお12月には春先に現われる≒春一番竜と呼ばれる吸い南寄りの顕著な突風が、u日夜から13

日にかけて本邦付近を吹きまくり全国的にかなりの被害を起したり、また訪日にはこれも3月ごろ時々発生する前線

が珍らしくu月訪日に阪神方面に出現したととも、本年12月の気候異常を物語っているものといえる。
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本妻は「近畿気象享責」によったものである。

位　　　　　　 置
経　　 緯　　 度

海 面 上 高 創立年月日　 主 要 線 器 位 匿　　　　　　メー ル
東　 経 い と　 捧

皮　　　 度　 メー トル　　 年月 日　 水銀気圧計 （海面上） も．。

大阪市生野区勝山通9丁目72

温　度　計（地面上）
椀形風速計（地面上）

135．32　　　34．刃　　　　6・フ　明治仏7・1　自記風圧計（地面上）
商量呈計（地面上）
自記雨量計（地面上）

露場海面上の高さ
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1

7

．

m

5

．

⊥

8

6

5

4

4

凪

偶

‥

比

佗

・

2

1

．

m

131．4

135．0

1と沿．9

202．5

1コ7．8

158．8

SSW lL8　　414．7　弧0　　12a4

S m3　11＆6　16．7　　謎．3

SSV　12．0　　27a4　18．7　116．O

NE　13．0　　31．0　　2．9　197．5

W　12．5　　59．2　　7．4　　172．5

W　14．9　　　69．6　m9　　137．7

（荘） 卿　大阪管区鶉数台○


